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1. この文書について

1.1	機能

この取扱説明書には、製品の安全な運用と取外しのために、取付け、

セットアップ、試運転に必要なすべての情報が記載されています。取

扱説明書は、読み易い状態で、完全版を機器の付近に保管してくださ

い。

1.2	対象:	権限・資格のある人向け

この取扱説明書に記述された全ての操作は、使用者によって認められ

た専門技術者が行ってください。

この取扱説明書を熟読し、製品の据付及び運転の前に、労働安全およ

び事故防止に関するすべての法令を理解されたことを確認してくださ

い。 

機械製造者は、準拠すべき整合規格や、部品の選択、取り付け、イン

テグレーションに関するその他の技術仕様を慎重に選択する必要があ

ります。

1.3	使用記号の説明

情報、助言、注釈：

この表示は有用な追加情報を示します。

1.4	注意:	取り扱いを誤った場合に、故障、機能不良が想定

される内容を示しています。

1.5	警告: 取り扱いを誤った場合に、傷害を負う可能性が想

定される内容及び物的損害の発生が想定される内容を示して

います。

1.6	適切な使用

シュメアザールが提供する製品は、個人消費者向けではありません。

本製品は、設備や機械の一部として安全関連機能を果たすために開発

されたものです。設備や機械全体が適格に動作する事を保証する事

は、製造者の責任です。

セーフティスイッチは下記に挙げられたバージョン、又は製造者によ

って許可されたアプリケーションに対してのみ使用しなければなりま

せん。アプリケーションの範囲に関する詳細は、「製品内容」の項を

参照ください。

1.7	安全上のご注意

ユーザーはこの取扱説明書に記載されている、安全上の説明、各国の

設置基準、並びに全ての周知の安全規則や事故防止規則を遵守しなけ

ればなりません。

詳細な技術情報については、シュメアザールカタログ、

又はインターネット上のオンラインカタログ（products.
schmersal.com）をご参照下さい。
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仕様などの記載内容について予告なく変更する事があります。あらか

じめご了承ください

取付、据付、操作及び保全に関する説明書と同様に安全に関する注意

が遵守されていれば、残留リスクはありません。

1.8	誤使用に関する警告

本製品の不十分、不適切な使用及び無効化の際は、人への危

険、機械 設備への損害を負う可能性があります。

1.9	免責事項

誤った取り付けやこの取扱説明書を正しく理解していないために起こ

った損害、故障は、ｓｙシュメアザールの免責事項となります。ま

た、製造者に許可されていない代替 付属品による損害は、製造者の免

責事項となります。

安全上の理由から、デバイスに対する独自の変更や不適切な修理、部

品の交換や改造は厳として認められず、それが理由で発生した故障や

事故に対し、シュメアザールは責任を一切負いません。

2. 製品内容

2.1	型番

本取扱説明書は以下の型式名を対象としています。

CSS-➀-34➁-➂-M-➃
番号 記号 内容

➀
12
14

動作距離 Styp (mm)

アクチュエータの動作方向上から

アクチュエータの動作方向側面から

➁ S 側面検出タイプ

V 前面検出タイプ

➂ D 診断出力付き

SD シリアル診断機能付き

➃ L M12コネクタ付きケーブル

ST コネクター M12, 8芯

この取扱説明書に記載された情報が正しく実行された場合

にのみ、安全機能が維持され、機械指令への適合性が保た

れます。

2.2	特殊仕様

2.1項の型式記号に挙げられていない特別仕様は、一般仕様に準じます。

2.3	目的

この非接触、電子式セーフティセンサーは、安全回路のアプリケーシ

ョン用に設計されており、可動式ガードの監視に使用されます。この

アプリケーションでは、セーフティセンサーは、コード化された電子

式アクチュエーターCST 34又はCST 180を使って、ヒンジ式、スライド

式及び取り外し可能なガードの位置を監視します(「アクチュエーター

と動作距離」の表参照)。

安全機能により、ガードが開いていると安全出力はOFFとなり、ガード

が開いている間はOFFの状態を維持します。

セーフティスイッチはEN ISO 14119 によりタイプ4のイ

ンターロック装置に分類されます。

CSS34セーフティセンサーの診断出力は、入出力チャンネルで従来の出

力として、又は「シリアル出力」として代用出来ます。

直列接続

直列接続ができます。直列配線でも応答時間とリスク持続時間は変わ

りません。接続台数は、技術データの項に挙げたケーブルの保護環

境と線抵抗によって制限されます。シリアル診断機能タイプ(型式末

尾-SD）では、シリアル診断接続は直列に配線され、状態監視のための

SDゲートウェイに接続されます。

付録の項の配線例をご参照ください。

使用者は関連規格や安全レベルの要求に基づき、安全な接続

を検証し、設計しなければなりません。

複数のセーフティセンサーがある場合、装置個々のPFH値は

加算されなければなりません。

セーフティコンポーネントが組み込まれた制御システムの全

体的な構想は、関連規格に対して妥当性を確認しなければな

りません。

2.4	技術データ

規格:  EN 60947-5-3, EN ISO 13849-1, EN 61508

ハウジング: グラスファイバー強化熱可塑性樹脂

動作原理: パルスエコー方式

EN ISO 14119に基づくコード化レベル: low

アクチュエーターと動作距離   

(EN 60947-5-3に基づく): 「アクチュエーター/動作距離」の表参照

ヒステリシス（応差）: 最大: 1.5 mm

繰り返し精度: < 0.5 mm

最大動作頻度: 3 Hz

直列接続: 接続台可能数は制限なし 

技術データの項に挙げたケーブルの保護を遵守してください 

シリアル診断機能タイプは、最大31個まで直列接続可能

ケーブル長:最大 200 m  

(ケーブル長とケーブル断面積により、出力電流による電圧降下が変化

します)

コネクター: M12, 8芯（本体に装備）

接続ケーブル: Y-UL 2517 / 8 × AWG 22 /  

8 × 0.35 mm², 2 m

ケーブルの耐熱性:  

- 保存時: −30 °C … +105 °C 

- 動作時: −10 °C … +105 °C

環境条件 

周囲温度 Tu: –25 °C to +70 °C  

出力電流 ≤ 0.1 A / 出力にて 

–25 °to +65 °C  

出力電流 ≤ 0.25 A / 出力にて

保存時及び輸送時温度: –25 °C … +85 ºC

耐振動: 10 … 55 Hz, 振幅 1 mm

耐衝撃: 30 g / 11 ms

周囲湿度: 最大 93 %,  

結露、氷結なき事

海抜設置高度: 最大 2,000 m

保護等級: IP65, IP67 （EN 60529）電気的データ

 

定格動作電圧 Ue: 24 VDC −15% / +10%  

(EN 60204-1に基づく安定PELV))

定格動作電流 Ie: 0.6 A

要求定格短絡電流: 100 A

ワイヤーとデバイスのヒューズ定格: n接続線の径に注意: 

- ケーブル仕様: 45 °C以下の周囲温度で: 4.0 A 

60 °C以下の周囲温度で: 3,15 A 

65 °C以下の周囲温度で: 2,5 A 

70 °C以下の周囲温度で: 2,0 A 

- コネクター仕様: 2.0 A

- 定格絶縁電圧 Ui: 32 VDC

定格インパルス耐電圧 Uimp: 800 V

無負荷電流 Io: 0.1 A

応答時間: < 30 ms

リスク持続時間: < 60 ms

保護等級: II

過電圧カテゴリー: III

汚染度: 3

イミュニティ（電磁耐性）: EN 60947-5-3準拠

エミッション（電磁放射）: EN 60947-5-3準拠

安全入力 X1/X2: 

入力信号に於ける許容されるテストパルス持続時間: ≤ 1.0 ms 

- テストパルス間隔: ≥ 100 ms

分類: ZVEI CB24I  
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シンク: C1 ソース: C1 C2 C3

安全出力 Y1/Y2: NO, 2チャンネル,  

PNPタイプ、短絡保護。

定格動作電圧 Ue1: 最大 1 V under Ue

漏れ電流 Ir: < 0.5 mA

定格動作電流 Ie1: 最大 0.25 A, 周囲温度による

使用カテゴリー: DC-12, DC-13

定格動作電圧/電流 Ue1/Ie1: 24 VDC / 0.25 A

テストパルス時間:  ≤ 1.0 ms

テストパルス間隔: 1,000 ms

分類: ZVEI CB24I  

ソース: C1 シンク: C1

診断出力: 短絡保護、PNPタイプ

電圧降下: < 5 V

定格動作電圧 Ue2: 最小 Ue – 5 V

動作電流 Ie2: 最大 0,05 A

使用カテゴリー: DC-12, DC-13

定格動作電圧/電流 Ue2/Ie2: 24 VDC / 0.05 A

シリアル診断: 短絡保護

動作電流: 約 150 mA

ケーブルキャパシタンス: 最大 50 nF

2.5	安全分類

規格: EN ISO 13849-1, EN 61508

PL: eまで

カテゴリー: 4

PFH: 3.6 x 10-9 / h

SIL: SIL 3のアプリケーションに適合

ミッションタイム: 20 年

3. 取り付け

3.1	通常の取り付け方法

規格EN ISO 12100, EN ISO 14119及びISO 14120の関連要求

事項を遵守してください。

取り付け位置と方向に制約はありません。セーフティセンサとアクチ

ュエータの検出面は、向かい合わせにします。本製品をドアストッパ

ーとして使用しないでください。セーフティセンサの検出面は、側面

検出タイプは銘板のある面、前面検出タイプは丸みを帯びている面で

す。セーフティセンサは、安定動作距離範囲内≤ sao 及び ≥ sarで使

用しなければなりません。

セーフティセンサとアクチュエータCST 34-.-1又はCST 34-S-2には取

付板が付属しています。取付板の長穴で、水平方向と垂直方向の調整

が出来ます。取付けはM4ネジを使用してください。

ツイッチ本体とアクチュエータは、異なる動作方向で取付板に留める

事が出来ます。両方ともロックキャップで固定します。

アクチュエータはガードに確実に取り付け、適切な方法(無

効化防止ネジ、接着、ネジヘッドをつぶすなど)により取り

外しが出来ないようにしなければなりません。

取付板は取り付け後に固定しなければなりません。取付けブ

ラケットも、無効化から保護するために付属のロックピン

で固定する必要があります。アクチュエータCST-S-3とCST 
180は、無効化防止ネジまたは無効化防止固定具で取り付け

なければまりません。

周囲温度が55°C以上の時には、セーフティセンサーを人の

意図しない接触に対して保護される様に取り付けなければな

りません。

この種のシステム特有の干渉や動作距離の減少を避けるため、次のガ

イドラインを遵守してください。

2つのセンサー間の最小距離:	100	mm
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3.2	外形図

全ての寸法表記はmm

セーフティセンサーの外形寸法

27

97
,2

35

10
8,
2

M 12x1

アクチュエーターの外形寸法

2735

97
,2 10
1,7

使用可能なアクチュエータで本書に記載のないもの

は、products.schmersal.comを参照してください。

付属の取付板

358
27

101,7

42,5

4,
5

50

R4,6

R2
,1

¤5

固定用の穴 ピン用の穴

3.3	セーフティセンサーとアクチュエーターの位置決め

側面からの作動 前面からの作動

CST 34-S-1

CSS ..-34-S

CST 34-V-1CSS ..-34-V

CST 34-S-3

CSS ..-34-S

CSS ..-34-V CST 34-S-3

CST 34-S-2

CSS ..-34-S

CSS ..-34-V CST 34-S-2

CST 180-1/-2

CSS ..-34-S

CSS ..-34-V CST 180-1/-2

3.4	動作距離

アクチュエーターと動作距離(EN 60947-5-3による)

アクチュエ
ータ

センサ
ー

CSS ..-34-S
(側面からの作動)

CSS ..-34-V
(前面からの作動)

CST 34-V-1 styp

sao

Sar

 10 mm
 8 mm

 13 mm

 12 mm
 10 mm
 15 mm

CST 34-S-1
CST 34-S-3

styp

sao

Sar

 14 mm
 12 mm
 17 mm

 15 mm
 13 mm
 18 mm

CST 34-S-2
(より大きな

位置ズレを

許容)

styp

sao

Sar

 14 mm
 12 mm
 17 mm

 10 mm
 8 mm

 16 mm

CST 180-1
CST 180-2

styp

sao

Sar

 10 mm
 8 mm

 13 mm

 12 mm
 10 mm
 16 mm

記号説明

Styp
定格動作距離

Sao 保証動作距離（OFF→ON)
Sar 保証復帰距離（ON→OFF)

位置ズレの許容範囲
Y

X
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アクチュエータの動作方向側面から

側面では、センサとアクチュエータの高さ方向(X)の最大のズレは36 

mm (取り付け公差やガードのたわみなど)になります。アクチュエー

ターCST 34-S-2を使用した場合、ズレは最大53 mmまで許容可能です。 

軸方向(Y)のズレは± 10 mmです。

前面からの最大の位置ズレ

Z

前面からの作動

前面の軸方向のズレ(Z)は ± 8 mmまで可能

です。

3.5	調整

センサーとアクチュエーター間の距離は < Sao に設定しなければなり

ません。センサーとアクチュエーターとの間のクリアランスの変化(例

えばガードのたわみなど)が検出されたら、この距離を4 mmまで小さく

しなければなりません。この時、アクチュエータが動作距離の限界付近

（不安定領域）にあることを黄色LEDの点滅と診断出力で表示します。

推奨される調整

スイッチ（本体）とアクチュエータの距離を、0.5 x 保証動

作距離（sao）の位置に合わせます。

両方の安全出力が正しく機能しているかどうか、接続されたセーフテ

ィリレーユニットなどで確認する必要があります。

4. 電気配線

4.1	電気配線上の注意

電気配線は通電されていない状態で、専門技術者が実施して

ください。

セーフティセンサに使用する電源は、過電圧に対する保護が必要

です。故障時は供給電圧が60 Vを超えない様にしてください。EN 

60204-1に準拠した電源を推奨します。

必要なケーブルのヒューズ保護を設置時に組み込む必要があります。

安全出力は制御システムの安全回路に接続出来ます。 ISO 13849-1に

基づくPL e / カテゴリー4の用途の場合、セーフティドアスイッチ又

は連結したセーフティードアスイッチの安全出力は、同じ安全カテゴ

リーのセーフティリレーユニットなどに接続する必要があります。

接続するセーフティリレーユニットの要求事項

•  NO接点を持ったPNPタイプのセーフティセンサに適した2チャンネル

安全入力

•  EN 61131-2、表「デジタル入力の標準範囲（電流シンク）」に基づ

くデジタル入力

セーフティセンサは出力を周期的にOFFし、自身をテストします。接続

したセーフティリレーユニットまたはセーフティコントローラは最大

OFF時間の500 μsを許容しなければなりません。セーフティリレーユ

ニットなどの交差短絡検出機能は無効にします。セーフティセンサの

接続の全長に付いては、「直列接続」の項を参照してください。安全

チャンネル毎の最大負荷電流は250 mAでなければなりません。高い負

荷電流を持つコンタクターは、中間の制御リレーで制御しなければな

りません。

適切なセーフティリレーユニットの選択に関する情報は、シ

ュメアザールのカタログか、オンラインカタログ (products.
schmersal.com)をご覧ください。

CSS34F0またはCSS34F1シリーズの自己監視機能付きのセーフティセン

サは、外部機器監視機器と置き換えることができます。その場合、直

列接続されたセーフティセンサの最初のセンサとしてのみ使用できま

す（取扱説明書CSS 34F0 / CSS 34F1を参照）。

4.2	直列接続

直列配線が可能です。但し、安全上の理由により台数に制限がありま

す。シリアル診断機能付きCSS 34-...-SDは31台まで直列配線が可能

です。安全回路におけるケーブル長の合計は200mを超えないようにし

てください。（ケーブル長、ケーブル断面積、線抵抗による電圧降下

やセンサによる） 電圧損失が発生する可能性があります。ケーブル

長を長くする場合は、出来るだけ太いケーブルを使用する必要があり

ます。

付録の項の配線例をご参照ください。

ケーブルの敷設に関して、特別な保護は必要ありません。しかしケー

ブルは電源ケーブルや動力線とは分離しなければなりません。センサ

ーチェーンの最大ヒューズ定格は、センサの接続ケーブルの断面積に

よります。

シリアル診断機能付きのケーブル容量

セーフティセンサーに接続するケーブルの容量が、50 nFを超えない様

にしてください。

撚線の構造により、通常の非シールド30m長のケーブル LIYY 0.25 mm2 

から 1.5 mm2 の配線容量はおよそ3～7nFです。

SD機器の配線時には、ケーブルでの電圧降下と個別コンポ

ーネントの電流負荷に注意してください。

直列接続のオプション

SDコンポーネントを便利に直列接続するために、追加のア

クセサリーとして、SD接続箱PFB-SD-4M12-SD (屋外用) と
PDM-SD-4CC-SD (制御盤用) が用意されています。詳しくは

インターネット (products.schmersal.com) をご覧ください。
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5. 診断機能

5.1	診断LEDの診断情報

セーフティセンサは、本体の側面にある緑 赤 黄3色のLEDで動作や障

害の状態を表示します。

以下の LED表示は、従来型の診断機能付きセーフティセン

サとシリアル診断機能付きセーフティセンサ、どちらの場合

も同様です。

緑色のLEDは、セーフティセンサーがスタンバイの状態を表示します。 

センサーは動作していません。

黄色の LED は、安全出力の開閉（アクチュエータの存在の有無）状態

を示します。

点滅は、センサとアクチュエータ間のクリアランスの変動（セーフテ

ィガードのたわみなど）を早期に検出するために使用できます。アク

チュエータとの距離が大きくなり、安全出力がOFFになって機械が停止

する前に、センサの位置を調整する必要があります。エラーが検出さ

れると、赤色 LED が点灯または点滅します。 

赤色診断LEDの点滅コード

LED表示灯(赤色) エラーの原因

1回点滅 Y1出力のエラー

2回点滅 Y2出力のエラー

3回点滅 交差短絡 Y1/Y2

4回点滅 周囲温度の超過

5回点滅 間違った又は破損したアクチュ

エータ

赤色連続点灯 内部エラー

5.2	診断出力の診断情報

短絡保護診断出力は、PLCなどの動作状態の視覚化や制御機能に使用で

きます。

診断出力は、安全出力がOFFになる前にエラーを通知し、これにより制

御されたシャットダウンを可能にします。診断出力は安全関連出力で

はありません！

表1: 従来型診断機能付きセーフティセンサの診断機能の例

センサの状態 LED
緑 赤 黄

診断出力 安全出力 Y1, Y2 注記

I. 供給電圧 On Off Off 0 V 0 V 電圧ON、電圧品質の評価なし

II. 動作時 On Off On 24 V 24 V 黄色LEDは常にアクチュエーターが検出範囲にある事を示

しています。

III. 作動、不安定領

域のアクチュエ

ーター

On Off 点滅 
(1Hz)

24 Vパルス 24 V 本体とアクチュエータの距離が限界付近にあります。安全出

力がOFFになり、機械が停止する前に位置を調整してくださ

い。

IV. エラー警告、セン

サ動作

On 点滅 On 0 V 24 V エラーの修正がなければ30分後に安全出力がOFFします。

V. エラー On 点滅 On 0 V 0 V 点滅コードの表参照

セーフティガードが閉じている状態、すなわちセンサが作動している

状態は、正信号で示されます。セーフティガードのたわみなどによ

り、センサが動作距離の限界付近で動作している場合、センサは安全

出力が無効になる前に1Hzの周期信号を出力します。

診断出力は、黄色LEDと同様にセンサとアクチュエータ間のクリアラン

ス変動を検出するために使用することもできます。

故障が発生すると、診断出力は無効になります。故障が修正されない

場合、安全出力は最大 30 分後に遮断します。

診断出力がOFFし、かつ安全出力がONの状態である場合は、制御された

方法で生産プロセスを停止することができます。

エラー

セーフティセンサーの機能に直ちに影響しないエラー(周囲温度の超

過、安全出力の干渉、交差短絡)では、遅延して遮断します。

エラーを修復した後、関連するガードを一旦開けて再び閉じると、エ

ラーメッセージはリセットされます。安全出力が出力され、再起動が

可能になります。

エラー警告

エラーが修復されない時は、安全出力は30分後に遮断します。診断出力が

OFFし、かつ安全出力がON状態の場合は、制御された方法で生産プロセスを

停止することができます。
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5.3	シリアル診断機能付きセーフティセンサ

シリアル診断付きセーフティセンサ(型式末尾-SD）には、従来の診断

出力の代わりに、シリアル入出力ケーブルが装備されています。CSSセ

ンサが直列に接続される場合、診断データは直列接続の入出力を介し

て伝送されます。

最大31個のセンサが直列に接続出来ます。シリアル診断ラインの評価

には、プロフィバスゲートウェイSD-I-DP-V0-2又はユニバーサルゲー

トウェイSD-I-U-…が使われます。このシリアル診断用インターフェー

スはスレーブとして既存のフィールドバスシステムに組み込めます。

この様にして、診断信号はPLCで評価出来ます。SDゲートウェイの接続

に関する必要なソフトウェアは、products.schmersal.comからダウン

ロード出来ます。

シリアル診断の使い方に関する詳細は、PROFIBUSゲートウ

ェイSD-I-DP-V0-2とユニバーサルゲートウェイSD-I-U-…の

取扱説明書をご参照ください。

SD機器のアクセサリー

簡単な接続とSD機器の直列接続用に、様々なアクセサリー

が用意されています。詳しくはインターネット (products.
schmersal.com) をご覧ください。

応答データと診断データは、直列接続された個々のセーフティセンサ

ーチェーンに対し、自動的且つ継続的にPLCの指定された入力バイトに

書き込まれます。個々のセーフティセンサーの要求データは、PLCの出

力バイトを通じて機器に伝送されます。

フィールドバスゲートウェイとセンサーの間に通信エラーが発生する

と、セーフティセンサーの安全出力のスイッチング状態は保持されま

す。

以下の操作情報は、直列接続されたセンサーCSS 34に対し、PLCの入力

バイトに自動的且つ継続的に書き込まれます。

Bit 0: 安全出力ON

Bit 1: セーフティセンサー動作、アクチュエータ検出

Bit 4: 両安全入力ON

Bit 5: セーフティセンサー不安定領域でON

Bit 6: エラー警告、遅延遮断

Bit 7: エラー、安全出力遮断

エラー

原因が除去され、要求バイトのbit 7が1から0に変わるか、ガードが開

けられると、故障はリセットされます。原因が排除され故障が発生す

ると、安全出力は遮断されます。故障からの復帰が直ちに検出されな

いので、安全出力部の故障は次のリリース時に初めて削除されます。

シリアル診断機器では信号ビットは故障をリセットするためにcallコ

マンドにてセット/削除が可能です。

シリアル診断機器では信号ビットは故障をリセットするためにcallコ

マンドにてセット/削除が可能です。

エラー警告

障害が発生すると、30分経過後安全出力は無効になります。安全出力

は最初は有効のままです。これにより制御された形でのプロセスの遮

断が可能になります。エラー警告は原因が排除された際にリセットさ

れます。

診断エラー（警告）

応答バイトにおいてエラー（警告）が発せられた場合、詳細な情報を

読み出す事が出来ます。

シリアル診断の使い方に関する詳細は、PROFIBUSゲートウェイSD-I-

DP-V0-2とユニバーサルゲートウェイSD-I-U-…の取扱説明書をご参照

ください。

表2: シリアルステータス信号	安全出力の診断LEDの状態表示例

システム状況 LED 安全出力 シリアル診断バイトビットNo.

緑 赤 黄 Y1, Y2 7 6 5 4 3 2 1 0
電源ON, 不動作 On Off Off 0 V 0 0 0 0 0 0 0 0
動作、安全出力ON On Off On 24 V 0 0 0 1 0 0 1 1
不安定領域で作動 On Off 点滅 (1Hz) 24 V 0 0 1 1 0 0 1 1
動作、警告 On ON/点滅 On 24 V 0 1 0 1 0 0 1 1
動作、故障 On ON/点滅 On 0 V 1 1 0 1 0 1 1 0

診断バイトの示されたビット配列は一例です。動作状態の異なった組み合わせでは、ビット配列が変わる事があります。

表3: I/O データと診断データ

通信方向:
要求バイト PLCかからローカルセーフティセンサーへ

応答バイト ローカルセーフティセンサーからPLCへ

警告/エラーバイト: ローカルセーフティセンサーからPLCへ

ビット番号 要求バイト 応答バイト 診断エラー警告 診断エラー

ビット 0: エラーリセット 安全出力動作 Y1出力のエラー Y1出力のエラー

ビット 1: --- アクチュエータ検出 Y2出力のエラー Y2出力のエラー

ビット 2: --- --- 交差短絡 Y1/Y2 交差短絡 Y1/Y2
ビット 3: --- --- 温度超過 温度超過

ビット 4: --- X1 と X2の入力状態 --- 誤った又は欠陥のあるアクチュ

エーター

ビット 5: --- 不安定領域で作動 内部機器エラー 内部機器エラー

ビット 6: --- エラー警告 フィールドバスゲートウェイとセーフ

ティスイッチ間の通信エラー

---

ビット 7: エラーリセット エラー（安全出力OFF） 動作電圧低過ぎ ---

これらの状態はBit = 1の場合です。
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配線例2: シリアル診断機能付きCSS 34の直列接続

シリアル診断機能タイプ(型式末尾-SD）では、シリアル診断接続は直列に配線され、状態監視のためのSDゲートウェイに接続されます。 電源は接続

されたセーフティセンサーチェーンの最終段(安全監視ユニットから見て）で、両方の安全入力に供給されます。 最初のセーフティセンサーの安全出

力は、セーフティリレーユニットに接続します。 シリアル診断ゲートウェイは、最初のセーフティセンサーのシリアル診断入力に接続します。
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ゲートウェイ

6. セットアップとメンテナンス

6.1 機能テスト

セーフティコンポーネントの安全機能をテストする必要があります。

以下の条件を事前にチェックし、適合していなければなりません：

1. センサーとアクチュエーターの固定

2. 電源ケーブルの固定と完全性

3.  システムに異物や汚れがない事(特に金属片) 

6.2 メンテナンス

正しく取り付けられ、適正に使用されていれば、セーフティセンサー

はメンテナンスフリーです。

通常の目視及び機能テストに加えて、以下のチェックを推奨します。

• センサーとアクチュエーターの取り付けをチェック

• 金属片の除去

• ケーブルは破損していないか。

予備のアクチュエータを使うなどする無効化から保護するた

めに、適切な方策を講じなければなりません。

破損、故障の場合は交換してください。

7. 取り外し および廃棄

7.1 取り外し

セーフティスイッチの取り外しは非通電状態で行わなければなりませ

ん。

7.2 廃棄処分

セーフティセンサーは、国家規格及び法規に従って、適切に廃棄しな

ければなりません。

8. 付録

8.1 配線例

示されたアプリケーション例は一例です。個々のアプリケーションに

対して、スイッチ類やそのセットアップが適切かどうか、注意深くチ

ェックしなければなりません。

配線例 1: 従来型型診断出力付きCSS 34の直列接続

電源は接続されたセーフティセンサーチェーンの最終段(安全監視ユニ

ットから見て）で、両方の安全入力に供給されます。 最初のセーフテ

ィセンサーの安全出力は、セーフティリレーユニットに接続します。 

診断出力は、PLCなどに接続します。  
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8.2 接続・コネクターピン配列

セーフティスイッチの機能 コネクタのピン配列
5

8

4

3

21

7

6

シュメアザールコネクターのカラーコード その他市販のコネクターのカ

ラーコード
又は接続ケーブルのカ

ラーコード

従来型診断機能付き シリアル診断機能

付き

DIN 47100に基づく

IP67 / IP69
IP69K  
(PVC)

EN 60947-5-2    
に準拠

A1 Ue 1 白 茶 茶

X1 安全入力 1 2 茶 白 白

A2 GND 3 緑 青 青

Y1 安全出力 1 4 黄 黒 黒

OUT 診断出力 SD 出力 5 灰 灰 灰

X2 安全入力 2 6 ピンク 紫 ピンク

Y2 安全出力 2 7 青 赤 紫

IN 機能なし SD入力 8 赤 ピンク 橙

カップリング(フェルール)付き接続ケーブル

IP67 / IP69, M12, 8芯 - 8 x 0.25 mm²
DIN 47100に基づく

カップリング(フェルール)付き接続ケーブル

IP69, M12, 8芯 - 8 x 0.21 mm²

ケーブル長 品番 ケーブル長 品番

2.5 m
5.0 m
10.0 m

103011415
103007358
103007359

5.0 m
5.0 m, アングル 
10.0 m 
15.0 m

101210560
101210561
103001389
103014823
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